
                                        
平成 27年５月 

岡山県総合教育センター 



  
岡山県総合教育センターでは，2015 年２月に，ブックレット「子どもの

学びを支えるヒント集～先生方の『？』にお答えします～」を発刊しました。

このブックレットには，全国学力・学習状況調査の結果から捉えた各校の課

題を解決するヒントをまとめています。小学校編と中学校編に分けて，授業

における学習指導方法の工夫や，岡山県内小・中学校の好事例を基にした振

り返り学習の充実に向けた取り組みのポイント等を示しています。  

この度，このブックレットを徹底活用するための校内研修パッケージを作

成しました。進行役のシナリオやパワーポイントの提示資料，ワークシート，

振り返りシートをセットにして，各校の研修のねらいに合わせて活用できる

ようにしています。内容を確認の上，ぜひご活用ください。 
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○６つの内容に分かれています。（合計 90分） 

        

□ シナリオ（研修内容や研修内容の組み合わせ例，研修を進めるシナリオ等を示し

た資料）   

□ スライド（パワーポイントの提示資料） 

□ ワークシート（研修内容に沿って選択して活用できるもの） 

□ 振り返りシート（研修終了時に自己評価ができるシート） 

□ 模擬授業映像（10分程度の模擬授業の様子） 

研修内容 

Ⅰ 本校の課題を確かめよう           （15分） 

Ⅱ つまずきの要因や指導のポイントを理解しよう （15分） 

Ⅲ 模擬授業をしてみよう            （36分） 

Ⅳ 授業例をビデオで確かめよう         （10分） 

Ⅴ 振り返り学習の取り組みを見直そう      （10分） 

Ⅵ 研修の振り返り                （４分） 

－１－ 

はじめに  

「『子どもの学びを支えるヒント集』徹底活用するための 

校内研修パッケージ」に含まれるもの 



  
○研修の目的や研修時間に応じて，内容を組み合わせることもできます。                
○研修の中では，グループ協議を行います。 

１グループを３～４人で構成してください。 

グループの構成は，次のようなものが考えられ 

ます。各校の実態に合わせて構成してください。 

・学年別で構成  ・教科担当別で構成  ・経験年数を考慮して構成 等     
 研究主任等の進行役が，研修内容を知らせないでその場で研修の道筋をつくっていく研

修もありますが，限られた研修時間の中で，事前の準備が有効な研修もあります。事前の

準備としては，次のようなことが考えられます。 

 ・研修内容に関係するページを事前に知らせ，各自が読み込んで研修に参加する。 

・自校の課題について，教職員にアンケートを行い，集計しておく。 

 

  

  
 校内研修の終了後には，次のような取り組みを行うことが考えられます。 

・振り返りシートの「今後の取り組み内容」を集約し，全体で共通理解を図る。 

・振り返りシートのアンケート項目を数値化し，次回の研修の改善の方向を探る。 

研修内容の組み合わせ例 

【本校の課題と指導のポイントを確認したい】 

Ⅰ 本校の課題を確かめよう＋Ⅱ つまずきの要因や指導のポイントを理解しよう＝合計 30分 

（15分）              （15分） 

【本校の課題を確かめ，振り返り学習の取り組みを見直したい】 

Ⅰ 本校の課題を確かめよう＋Ⅴ 振り返り学習の取り組みを見直そう＝合計 25分 

（15分）           （10分） 

【模擬授業をつくって今後の授業に生かしたい】 

Ⅲ 模擬授業をしてみよう＋Ⅳ 授業例をビデオで確かめよう＝合計 46分 

（36分）           （10分） 

グループの構成 

－２－ 

校内研修を始める前に  

校内研修の終了後に  



  

これから，「子どもの学びを支えるヒント集」を

活用した校内研修を始めます。  

  

校内研修のねらいは，４つです。 

○ 全国学力・学習状況調査の結果から捉えた課題

を確かめる 

○ つまずきの要因や指導のポイントを理解する 

○ 模擬授業等を通して具体的な授業改善のイメ

ージをもつ 

○ 振り返り学習の効果的な進め方について理解

する                です。  
  

校内研修の流れは，次の順で 90分です。 

Ⅰ 本校の課題を確かめよう（15分） 

Ⅱ つまずきの要因や指導のポイントを理解しよ

う（15分） 

Ⅲ 模擬授業をしてみよう（36分） 

Ⅳ 授業例をビデオで確かめよう（10分） 

Ⅴ 振り返り学習の取り組みを見直そう（10分） 

Ⅵ 研修の振り返り（４分） 

Ⅲでは，グループで５分程度の模擬授業を行う予

定にしています。  

校内研修のねらいと流れ 

－３－ 



  

それでは，「本校の課題を確かめよう」から始め

ます。  

  

まずは，岡山県の学力の状況について確認してお

きます。ここに示しているのは，全国調査，小学校

の，岡山県と全国の平均正答率の差ですが，昨年度

と比較して，国語Ｂ・算数Ａにおいて全国平均との

差が縮小しました。  

  
中学校においては，昨年度に比べ，全ての教科に

おいて全国平均との差が拡大しました。  

－３－ 

Ⅰ 本校の課題を確かめよう（15分） 

－４－ 



  

こうした学力の状況は，対象となる児童生徒が年

度によって変わっても，経年変化を追っていく中

で，岡山県全体の傾向を見いだせることがありま

す。例えば，全国調査の小学校算数Ａに注目してみ

ると，このグラフに示しているように，平成 25年

度まで課題があった四則混合計算や小数の計算が

全国平均を上回り，改善の傾向が見られています。 

 

  

一方で，こちらのグラフに示しているように，割

合・百分率に関する問題については，苦手としてい

る傾向が続いていることが分かります。  

  

全国調査の結果については，各校において分析支

援ツールを活用して，全国の正答率との差を設問ご

とに見ていくことができます。それではここで，本

校の課題を確認しておきたいと思います。 

 

※各教科の設問ごとに全国平均との差が分かる一

覧表や学力・学習状況改善プラン等を提示 

※課題の共通理解 

（10分程度） 

 

－５－ 



  

それでは，本校の課題が明確になったところで，

ブックレットを基に，岡山県の児童生徒を対象に，

そのつまずきの要因や指導のポイントを確かめて

いくことにしましょう。  

  

ここでは，小学校国語の「文の構成を捉える」を

取り上げて研修していくことにしたいと思います。

ここに挙げているように，「長い文を接続語を使っ

て正しく分けることができるようにするためには，

どうしたらいいですか」といった先生からの質問を

解決していくことにしましょう。  

  

取り上げる設問は，接続語を使って一文を二文に

分ける問題です。岡山県の正答率は 20.7％で，全

国平均を 2.7ポイント下回っています。設問に「主

語に注目して二つの内容に分けて書き直します」と

いった言葉が入っているにもかかわらず，主語が省

略されている誤答が多く見られました。 

  

Ⅱ つまずきの要因や指導のポイントを理解しよう（15分） 

－６－ 



 
 

それではここで，ブックレットの４ページを読ん

で，つまずきの要因や学習指導のポイント等を確認

しましょう。まずは各自で読んで，その後気付いた

ことや疑問をグループの先生方と話してみましょ

う。  

       

 

ここでは，小学校算数の「乗法の意味（割合）」

を取り上げて研修していくことにしたいと思いま

す。ここに挙げているように，「割合が１より小さ

くなっても，正しく立式できるようにするために

は，どうしたらいいですか」といった先生からの質

問を解決していくことにしましょう。 

 

       

 

取り上げる設問は，白いテープの長さをもとにし

て，青いテープの長さを求める式を選ぶ問題です。

岡山県の正答率は 51.2％で，全国平均を 2.9ポイ

ント下回っています。この問題の正答は，80×0.4

ですが，80÷0.4 と解答した児童が 28.1％いま

した。青いテープはもとになる白いテープよりも短

いので，わり算になると捉えているものと考えられ

ます。このように割合については，長年の課題であ

り授業改善が求められています。 

 

－７－ 



       

 

それではここで，ブックレットの６ページを読ん

で，つまずきの要因や学習指導のポイント等を確認

しましょう。まずは各自で読んで，その後気付いた

ことや疑問をグループの先生方と話してみましょ

う。10分程度，時間をとります。 

 

        

 

ここでは，中学校国語の「話し合いを整理する」

を取り上げて研修していくことにしたいと思いま

す。ここに挙げているように，「複数の案から一つ

に絞り込む話し合いを行うことができるようにす

るためには，どうしたらいいですか」といった先生

からの質問を解決していくことにしましょう。 

 

        

 

取り上げる設問は，高橋さんの発言を基に，表に

ある「相違点」の言葉を考えるものです。岡山県の

正答率は 51.5％で，全国平均を 2.8ポイント下回

っています。この問題の正答例は，「未来の姿」や

「私たちの未来」等です。誤答としては，「私たち

の姿」や「何事も団結」等が見られました。 

 

－８－ 



         

 
それではここで，ブックレットの 18ページを読

んで，つまずきの要因や学習指導のポイント等を確

認しましょう。まずは各自で読んで，その後気付い

たことや疑問をグループの先生方と話してみまし

ょう。  

       

 
ここでは，中学校数学の「円柱と円錐の体積の関

係」を取り上げて研修していくことにしたいと思い

ます。ここに挙げているように，「円柱と円錐の体

積の関係を正しく捉えることができるようにする

ためには，どうしたらいいですか。」といった先生

からの質問を解決していくことにしましょう。  

      
 

取り上げる設問は，円柱と円錐の体積の関係を捉

えて図を選ぶ問題です。岡山県の正答率は 35.8％

で，全国平均を 2.7 ポイント下回っています。こ

の問題の正答は，「エ」ですが，誤答の中では「イ」

を選択した割合が一番高く 35.0％です。円柱と円

錐の立面図から長方形と三角形の面積比で判断し

たものと考えられます。  
－９－ 



 

                       

       

 
それではここで，ブックレットの 23ページを読

んで，つまずきの要因や学習指導のポイント等を確

認しましょう。まずは各自で読んで，その後気付い

たことや疑問をグループの先生方と話してみまし

ょう。  

－10－ 



  

続いて，模擬授業を行います。研究授業には，課

題の見られる内容を取り上げることが大切であり，

そうすることで授業改善が進むことになります。 

  

手順は， 

・５分間の模擬授業を，グループでつくる。 

・グループ代表による模擬授業の発表をする。 

・感想を共有する。 

の順で行います。  
  

これからの 15分間で，模擬授業をつくります。

模擬授業の時間は，５分です。 

ここで，模擬授業のポイントを説明します。 

・ブックレット６ページにある指導のポイントを押

さえた授業をつくること。 

・学習活動例も参考にすること。 

・模擬授業は，指導のポイントが押さえられている

ところに絞って紹介すること。 

・必要に応じて板書も考えること。 

これらのことを踏まえて，発問や指示等をワーク

シートに記入しながら，５分間の模擬授業をつくっ

てみましょう。模擬授業づくりの時間は 15分間で

す。では，始めましょう。 

（15分後） 

終わってください。  

Ⅲ 模擬授業をしてみよう（36分） 

－11－ 



 

             

  

この後，模擬授業を行います。 

模擬授業を行う，グループ代表を決めてくださ

い。模擬授業者以外は，児童生徒役をお願いします。 

それでは，模擬授業を行います。 

こちらのグループから発表をお願いします。 

（模擬授業発表：15分間） 

  

模擬授業の感想を共有します。 

まず，グループ内で感想を出し合います。時間は

３分間です。その後，全体で発表します。それでは，

グループ内で感想を出し合ってください。 

（３分後） 

終わってください。 

こちらのグループから感想等を発表してくださ

い。（グループからの発表） 

模擬授業と感想の発表をありがとうございまし

た。  

－12－ 



  

それではここで，センターの指導主事が行ってい

る模擬授業をビデオで確認したいと思います。  

  

県総合教育センターの指導主事が作成した授業

例のビデオは，これらのものが用意されています。  

  

ビデオを見た後，自分たちがつくった模擬授業と

比べるなどして感想を出し合いたいと思います。 

それでは，ビデオをご覧ください。 

※画像をクリック 

（10分程度のビデオ視聴） 

それでは，グループ内で感想を出し合ってみてく

ださい。  

－13－ 

Ⅳ 授業例をビデオで確かめよう（10分） 



   

次に，振り返り学習の取り組みについて考えてい

きます。  

  

まず，ブックレトを基に「振り返り学習がなぜ必

要か」「振り返り学習の計画・実践・見直し」につ

いて確認していきたいと思います。 

ブックレットの 12ページ（中学校では 28ペー

ジ）を開いてください。○○先生，（１）の「振り

返り学習がなぜ必要か」を読んでください。 

（○○先生が読む） 

ありがとうございました。続いて，□□先生，（２）

の「振り返り学習の計画・実践・見直し」を読んで

ください。 

（□□先生が読む） 

ありがとうございました。振り返り学習について

も，タイミングを捉えて見直しを行いながら改善の

方向を探っていくことが大切であるということで

す。    

ここからは，ブックレットの 13ページ（中学校

では 29ページ）からの「取り組み事例」を基に，

具体的な内容について考えていきたいと思います。 

まずは，各自で効果的な取り組みを行っている学校

の事例や取り組みのポイントを読んでいきます。  

Ⅴ 振り返り学習の取り組みを見直そう（10分） 

－14－ 



  

各自でブックレットを基に確認した後，本校に取

り入れられそうなものについてグループで話し合

ったり，「ここをチェック」の内容を基に取り組ん

でいる内容について見直したりしてみましょう。 

では，始めてください。 

（３分後） 

終わってください。 

どんなことが感想として出されたか，グループご

とに１分程度で簡単に発表してください。 

こちらのグループからお願いします。 

（各グループからの発表） 

ありがとうございました。 

今後の本校の取り組みとして具体化していきま

しょう。 

                        －15－ 



  

  

最後に，研修の振り返りを行います。  

  

振り返りシートを用意していますので，そちらへ

の記入をお願いします。  

  

以上で，「子どもの学びを支えるヒント集」を活

用した校内研修を終わります。お疲れ様でした。  

Ⅵ 研修の振り返り（４分） 

－16－ 


